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伊藤とくやのおもい  

「学校教育」は、知・徳・体のバランスのとれた力が、変化の激しいこれからの社

会を生き抜く「生きる力」を育みます。 

しかし・・・ 

「知育／学力」は、全体として見れば国際的に上位だが、読解力など低下傾向

にある。学ぶ意欲や学習習慣が必ずしも十分でなく、今後は学力調査の結果

等を活用しての学力の現状把握・分析・評価・改善・検証という流れの定着が

課題である。 

「徳育」は、小・中学生の規範意識に低下傾向がある。 

「体育」は、(昭和６０年頃より)長期的に低下傾向にある。 

「学校」「家庭」「地域」が連携し、子どもの規範意識や体力の低下傾向に歯止

めをかけることが必要である。 

「家庭教育」は、家庭は子どもの心のよりどころであり、全ての教育の出発点であ

る。しかし、家族形態の多様化をはじめ、過保護や過干渉、放任や虐待など家

庭の教育力の低下の問題がある。 

「地域教育」は、学びの好循環を実現するための仕組みづくりをそれぞれ施策と

して進めてきている。しかし、近年の度重なる青少年の凶悪犯罪や、いじめ、不

登校など、青少年をめぐる様々な問題の背景の一つは「地域の教育力の低下」

であると指摘されている。 

それぞれの教育に、表と裏がある。 
 

● 佐原市長の選挙公約・所信表明に掲げた教育政策に大いに期待するとと

もに、しっかりと点検することをお約束してこの質問は終わりとします。 

 

Q1 佐原市長の目指す豊橋の教育について 

(1) 「ええじゃないか豊橋教育大綱」に示した豊橋の教育とは？ 

学校教育、家庭教育、地域教育について伺う。 

A 子どもを育てていく過程において、「学校」「家庭」「地域」、そして行

政を始めとする関係機関が、子どもたちを支えるためにそれぞれがベス

トを尽くしていくことが必要であり、この街の未来にとって最高の投資で

あると考えます。 

(2) 市長が３期目の公約に掲げた教育が未来への投資とは？ 

「教科担任制の拡充と小中一貫教育」「生きる力を育むキャリア教育

やグローバル教育」「小規模校への授業連携」「大学生への給付型奨

学金」について伺う。 

A 教育を未来への投資に繋げるための対応については、基礎教育の

徹底と、変化の激しい社会環境にも対応できる将来を見据えた教育

機会の提供であると考えます。 

再質問 3期目の公約は政策として評価は必要不可欠では？ 

今回の選挙を経て、『豊橋市教育大綱』について市長の考えの変化

は。教育政策施策の公約の部分については今後どの様に進めていくの

か、機能する総合教育会議の運用とともに伺う。 

A 教育には継続性がすこぶる重要であるため、子どもたちの夢を叶え

るための基本的な方針を定めた本市の大綱は、市長選挙後も変更

はありません。選挙公約や所信表明に掲げた教育政策の進め方と評

価は、いずれも重要かつ中長期的な計画として取り組みます。 

 

 
 

 

 

39号発行についてのご挨拶 
 

 

未来へ羽ばたく子どもたちのために、豊橋の教育の根本的

な方針をまとめた『豊橋教育大綱』には、「学校」「家庭」「地

域」といった3つの教育への約束と、その中心に市長からの子ど

もへのメッセージがあります。 

「あなたの夢は何ですか？」と表紙で呼びかけ、扉を開くと

「みんなの夢をかなえるために」との見出しで始まる、「教育大

綱」こそが、佐原市長の豊橋の教育についてのおもいであると

いえます。 
 

 ところで、東京大学総長、佐々木毅先生の「変化する政

治・経済の中の自治体経営」というセミナーに参加しました。そ

の際の『今の小中学生は、100歳まで生きる時代を迎えた。

「長寿社会」とは少なくとも 2回の人生を生きることを指す、し

かし雇用も含め社会制度は確立していない。』との話には、正

直考えさせられました。同時に、長寿社会を解決するには「教

育」しかないと思いました。 

 

『豊橋の教育について』考える 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学問・書道の神様「菅原道真公」を祭った『吉田天満宮』の満開の紅梅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                                                               

 

 

「安心と安全、幸せと魅力」を感じられる活力経済都市を目指して 

市政報告会のお知らせ 

 

日付 平成 29年４月 18日(火)  

時間 18時 30分より 

会場 カリオンビル(松葉町２丁目) 

お気軽にお越しください！ 

発行 
 

伊藤とくや事務所 
 

豊橋市松葉町 3-68 

FAX : 0532-56-5521 

TEL : 0532-53-4556 
bbito@mx1.tees.ne.jp 

携帯：090-3855-9696 
 

 

 

 

 

あとがき 新春の 2 月には東三河広域連合議会が招集されました。

一般質問は「東三河の特徴を活かした、これからの産業振興への認

識と対応について」（愛知県と対比しての）東三河各市町村の産業の

特性特徴への認識と対応ついて、「東三河各市町村行政の、産業振興

への取り組みの認識と対応について」「東三河の各市町村の産業振興

を司る団体と各自治体の連携への認識と対応について」をテーマと

しました、委員会、予算委員会も開かれ、宿題は「山盛り」です！ 

THE TOKUYA TIMES Winter 2016-17 豊橋市議会における定例会一般質問は豊橋市議会のＨＰからオンデマンド通信されています。 

今回も要点を絞り込み、わかりやすく、ゆっくりとしゃべったつもりです・・・是非ご覧ください。 
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Q2  観光立国の意義をふまえた本市の教育とは？ 

● 児童生徒たちの旅をする心を育む教育の現状と課題について 

● 地域を愛する心、その地域を誇りに思う心を育み、将来の地域づくり

の担い手を育成する教育の現状と課題について伺う。 

A 子どもたちの豊かな情操、視野の拡大には、わが国の歴史や文化、自

然や産業への理解を深めることが大切である。 

■ 修学旅行では、事前学習とともに、生徒の安全を大前提に生涯の思

い出をつくるよう取り組む。歴史的建造物・自然・首都を体感し、感動を

味わうと同時に公衆道徳や人との関わりを学ぶ。 

■ 修学旅行のねらいが生徒一人の将来の人生に繋がる大切なパーツ。 

■ 「ふるさとの良さ」に目を向けさせていくことが、今後の課題。 

再質問 地域の良さを学んだ子どもたちが豊橋の魅力を発信すること

が重要であると考えるが？ 

A 郷土学習は地域の良さを意識させるために必要であり、地域の良さを

学んだ子どもがその魅力を他の人に語る姿は、郷土を誇りに思う意識の表

れである。学校では、地域の魅力を発信する子どもの姿があらゆる場面で

見られるよう支援していきたい。 

伊藤とくやのおもい  

学校で、家庭で、地域で、あらためて地域の良さを学び、楽しみ、郷土へ

の思いを膨らませる、この教育の取り組みが、子どもたちのアイデアによって

大きく花開く、また地域の良さを再認識することで、都市圏への人口の流

出が止まらない地方都市「豊橋」に、ふるさと回帰といった好循環をもたら

すことを大いに期待したい❤❤❤ 

● 他者と積極的にコミュニケーションをとる姿を示すことで、子どもの学ぶ

模範となる、「教育者のすがた」に大いに期待する❤❤❤ 

 

 
 

 

Q3 豊橋市においての、国際理解を深める教育の推進とは？ 

世界の動向を視野に入れながら、国際社会を主体的に生き抜く児童生徒

を育成する、国際理解を深める教育の推進について伺う。  

A 「国際理解教育」は、今日多くの先進国の小中学校で、既存の教科と

並行して力を入れている教育テーマのひとつであり、本市では総合学習とし

ても行われている。 

伊藤とくやのおもい  

● 国際理解を深める教育には、おのれ自身で立つ気概と研鑽を重ねる

「独立自尊」を学ぶと同時に、他者を排除することなく、他を尊ぶ寛容さを

養い共に生きる覚悟を持つ「共生他尊」を学び、自分だけが良いという利

己「唯我独尊」を戒める為の教育が必要である。 

● 教育基本法には幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を

養い、豊かな情操と道徳心を培うとともに、健やかな身体を養うこととしてい

るが、今まさに広い視野で社会情勢をとらえていく教育者の資質が求められ

ていると思う。 

● 教育者に求められるのは国際交流における率先垂範である。 

● 「自国の歴史や文化を尊重する」「他国との価値観や立場の違いを理

解し、多面的に物事をとらえる」「教員自身が自分の意思をすすんで伝え

る」「他者と積極的にコミュニケーションをとる」 

● 子どもの学ぶ模範となる教育者の、その姿に大いに期待する❤❤❤ 

Q4 ユネスコスクール豊橋大会の開催とは？ 

● 事業のねらいと進捗状況について 

● 大会を契機に得られる教育的効果について 

A ユネスコスクール・ESD 活動の意義が教職員・子ども・地域に、浸透す

ることであり、また各学校で異なる取り組みが相互に理解する機会である。 

■大会を通して、教職員一人一人が ESD についての認識を深め、取り組

みを見直す、活動を充実させることは、子どもたちの「生きる力」を育むことに

つながると考える。 

伊藤とくやのおもい  

ユネスコスクール加盟のメリットは世界につながる活動であり、人権、平和と

いった世界規模の課題にも合致するグローバル教育のひとつである。 

● 豊橋の教育プロモーションとしての大会成功に導くことに異論は無いが、

大会は「豊橋のESD教育の終着点ではなく再出発点」にしなければならな

い。 

● 現状は、豊橋ユネスコ協会が主催する東三河 ESD・ユネスコスクール

フォーラムが開催され、今年で３回目を迎えており、毎年小中学校合わせ

て４校ほどが ESD活動を発表し、連携・協力を広げる交流の場となってい

る。 

● 豊橋大会は参加校・参加人数も大規模なものとなり、さらに推進のキ

ーパーソンである「先生」が ESD 活動について研究し、認識を深める場とし

ていただきたい。そのためにも今後、豊橋大会を盛り上げる様、豊橋ユネス

コ協会及び他団体等関係機関との連携を図りながら、早く大会の骨格を

固め広報していただきたい。  

mailto:bbito@mx1.tees.ne.jp

